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晶子は明治45年（1912）の 5 月から大正 2 年（1913）の10月まで、約 1 年半におよぶ渡
欧経験を持っているが、それは晶子の服飾観を大きく変え、また磨くものであった。





















































































































































































































ち、2 首目と 5 首目は、第20歌集『瑠璃光』20）に収録されていることが判明した。








































































































































































































































































































第 1 は晶子の志である。晶子は明治45年（1912）の 5 月から約 1 年半におよぶ渡欧経験を
持ち、帰国後の旺盛な評論活動においては一貫して、女性解放、女性の洋装化の必要性を主張
した。しかし現実には、日本における女性の洋装化は遅々として進まず、今和次郎の「東京銀
座街風俗記録」によれば、大正14年（1925）の時点でも、銀座を歩く男女のうち、洋装は、
男性が67％であるのに対して、女性はわずか 1％にすぎなかった23）。そうした時代にあって晶
子は、女性の自立と洋装化という理想は理想として掲げながら、現実を見据え、継承すべき日
本の「文化」である和装を、さらには染織刺繍の技術を守り育てようとした。その志、あるい
は使命感とも言える思いが、「百選会」の仕事を続ける原動力となっていたのである。
第 2 は、晶子の嗜好と、歌人としての姿勢である。晶子はグローバルな視点を持ち、古典文
学に明るく、染織品にも精通していると同時に、純粋に着物を愛し、百貨店を愛していた。こ
れらの嗜好に加えて晶子に備わっていたのは、弱者の身になってものを見て、読者に寄り添う
姿勢である。のびのびと詠いながらも、その姿勢を貫いて「百選会」に臨み、創作を続けたの
であった。
高島屋「百選会」の顧問として、最適の人材であったと言えるだろう。
なお、Ⅲ２（ 1 ）で述べた通り、これまで「百選会」の晶子の歌は、いずれの歌集にも収録
されていないとされてきたが、第20歌集『瑠璃光』に 2 首収められていることが明らかにな
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った。本稿のささやかな収穫として付記しておく。
第27回春の「百選会」（大正15年）に、晶子の心情をよく表した 1 首がある。最後に引い
て、この稿を閉じる。
目にも見よ声ききつけよひんがしの着物の国の幻想の曲
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